









Der Versuch über die Möglichkeit des Lesezirkels im 
‚Büchercafé‘ ― in dem Augenblick der Leseföderung 
in der localen Stadt ― 
 





第 28 巻 別刷 2020 年 12 月 
 
Offprinted from Journal of Language and Literature 
The Faculty of Integrated Arts and Sciences 
Tokushima University 
















Der Versuch über die Möglichkeit des Lesezirkels im 
‚Büchercafé‘ ― in dem Augenblick der Leseföderung 
in der localen Stadt ― 
 





Hier wird über die Möglichkeit des Lesezirkels in der japansichen lokalen Stadt 
nachgedacht, um die Lesekultur gut anwachsen zu lassen. Indem ich die deutschen und 
japanischen Fälle von Leseföderung vergleiche, will ich die Veranstaltung des 
Lesezirkels im ‚Büchercafé‘ als gültig schätzen. Zugleich versuche ich klarzumachen, 
wie wichtig dazu die Orte wie öffentliche ‚Plätze‘ sind, wie vielseitig sich dort die 










Aktivitäten mit verschiedenen Menschen entwickeln, und wie man die Möglichkeit der 





















                                                                
３ 「読書朝食会 Reading-Lab」『週刊 東洋経済』1 月 22 日号、2011 年． 
４ 山本多津也『読書会入門～人が本で交わる場所』幻冬舎、2019 年 
５ たとえば、津田紗希子「子どもの読書を支える総合的な図書館行政―恵庭市『読書コ
ミュニティのまち』を事例として―」（『公教育システム研究』第 13号 2014 年）は、
行政学的見地からみた子どもの読書活動を支える図書館の事例報告である。宮澤優弥
「ビブリオバトルから読書コミュニティをつくる：三年間の実践から見えた展望と課







































                                                                
６ 若林隆久「読書会による地域コミュニティの再生―読書会『本のカフェ』の事例から」
高崎経済大学地域科学研究所紀要『産業研究』第 52 巻第 1号 







































例から考察する。19 世紀後半から 20 世紀前半のヨーロッパにおけるカフェ文
化の隆盛は、読書振興という意味で、参考になる。フランス・パリの作家や画
家たちが毎夜集うカフェから新しい文芸・芸術潮流が生じ、特に 20 世紀の 20
年代のベルリンではカフェ通いの文学者や出版者たちの間でさまざまな出会い















































                                                                
１１ ユルゲン・シュペラ『ベルリン・カフェ―黄金の 1920 年代』大修館書店、2000 年 
１２ ハンス・ヴェルナー・リヒター『廃墟のドイツ 1947：47 年グループ銘々伝』河出書
房新社、2015 年 








































                                                                




































































 サードプレイス(The Third Place)はアメリカの社会学者レイ・オルデンバー
グの著書”The Great Good Place”(1989)内において、自宅を第 1の場所(The 
First Place)、職場や学校を第 2 の場所(The Second Place)としたとき、その





























































































                                                                
１９ 礒井純充「“まちライブラリ―”を活用した地域の場づくりに関する研究：『個』
の活動が活かされる社会への道程」大阪府立大学博士学位論文、2020 年 参照：





























































































の場作りを目的に、2017年から月一回定例で読書会を、2020 年 2 月時点ですで
に 30 回以上開催している。もともとは別のカフェで、2015 年から開催してい
たが、そこのカフェが閉店してからウィアードカフェで開催するようになった。













































2018 5 課題図書型読書会 10 - - - - - 
  6 歴史に関する本 11 - - - - - 
  7 お預かり推薦本 10 7 3 2 3 5 
  8 納涼読書会 2018 14 6 8 2 1 11 
  9 居心地のいい場所 12 5 7 3 2 7 
  10 映画化された本 7 3 4 1 2 4 
  11 生き方に影響を与えた本 7 4 3 1 2 4 
  12 東京に関する本 10 8 2 1 3 6 
2019 1 子どものころ読んだ本 10 6 4 2 1 7 
  2 ニッチな場所に関する本 10 6 4 2 3 5 
  3 別れゆく人に贈る本 6 3 3 0 2 4 
  4 平成を振り返る 11 8 3 3 1 7 
  5 ひとはこのみの市 13 7 6 7 1 5 
  6 文体の好きな本 10 6 4 2 1 7 
  7 図書館・本屋に関する本 8 5 3 2 1 5 
  8 納涼読書会 2019 12 8 4 1 1 10 
  9 月に関する本 12 8 4 1 2 9 
  10 weird にある本 14 9 5 1 2 10 
  11 雑誌 16 10 6 4 2 10 






















































依岡 隆児・星野 凜 
 
 
180 
り、かつサードプレイス的な場であることが望ましいだろう。その点では、読
書会や読書イベントよりブックカフェの存在自体が読書振興には効果的である。
かつての文学カフェのように、そこにいけば誰かがいて刺激し合えるという関
係があるということの方が、文化を涵養するには適している。むろん読書会に
おいて刺激を与えてもらえる人の存在は重要であるが、それ以上にその「場」
自体が啓発的効果を有するのだ。イベントや定例会だけではそうした効果を期
待するのは難しい。読書会では、数年でメンバーが固定化されマンネリを招く
のが常であるし、目標設定されたセミナーでは尊敬すべき講師に接することは
できるが、思いがけない出会いやセレンディピティーは生じにくい。それに対
して、ブックカフェのような場では、個々人が主体的になりうるし、流動性が
保たれ、偶発的な出会いや刺激も生じやすい。それゆえ、こうしたブックカフ
ェでの読書会は地域における読書振興にとっても有効だろう。 
ただブックカフェと読書振興の親和性の強さについては、さらに他の場との
比較も必要である。公共スペースやコワーキングスペースではこうした効果が
期待できないのかどうかはあらためて検討してみる必要がある。また、たまた
まウィアードカフェはうまくいった事例だが、一般的にカフェと書店が合体し
たブックカフェが読書振興に有効であるかどうかもさらに他の事例も取り入れ
て考察していく必要があるだろう。そもそも、ウィアードカフェのような本の
販売はぜず閲覧・貸し出しのみのブックカフェの存在は地方都市では希少であ
る。こうした「場」をいかに作り、支援していくかについても考えるべきだろ
う。さらに、ブックカフェで開催するがゆえに、時間的制約や会の趣旨の周知
不足、参加者の主体性の欠如に対して、上述のように、読書会の運営上のルー
ルの明確化や定例会の日程の固定化、ファシリテーターの育成も必要であると
考える。これらの点については、今後の課題としたい。 
 
 
 
